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オンラインを活用した持続可能性のある 

ものづくり、設計教育への取り組み 

Fusion 360のクラウド活用による継続教育を両立する指導と手法 
 

Approaches to sustainable “Design to Make” education via ICT  

-The methods and disciplinary action to achieve the series of education with Fusion 360 and the cloud- 
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1. 緒  言 

 2020 年に発生した COVID 19 の影響により, 多くの学校で

は休校,オンライン授業,ハイブリッド授業といった措置が図られ,

従来の授業内容や学生プロジェクトの指導方法に柔軟な対応

が求められた. コロナ禍におけるものづくりや設計教育の停滞

が危ぶまれる中,対面指導の代替方法としてのオンライン,クラウ

ドを活用し 3D CAD を用いた設計教育や学生プロジェクト指導

に実際に取り組んだ授業や学生プロジェクトへの取り組みの考

察を行う. 

 

2. 実施内容について 

 本稿では、世界中でのものづくり教育現場での導入が進

んでいる Fusion 360を授業や研究プロジェクトでの使用事
例を取り上げる．Autodesk® Fusion 360®（以下 Fusion 360）
は,クラウドを基盤とした 3D CAD であり,図面やモデリン
グといった従来の設計製図で利用する機能に加え ,CAM, 
CAE, Generative Designといった高度な機能を追加インスト
ールなしで一つのツールとして提供している.これらの機
能をクラウドの基盤上で利用することができるため学生だ

けでなく指導側もその進捗具合をブラウザやオンラインか

ら確認することができる.また Fusion 360は教育目的であれ
ば,商用版の機能を無償で申請利用ができる.さらに, Fusion 
360は Windowsと Mac OSに対応しているため学生の個人
所有 PC を自宅から利用させる場合にも導入がしやすい. 
本稿では、授業活用例として日本大学,東京大学,学会での
発表適用例として日本設計工学会 , 産学連携事例として, 
アーチェリーライザーの軽量化の試み,学生のものづくり
事例として呉高専のロボコンパーツを紹介する. 
 
2.1. 授業導入事例  

 2020 年度に展開された授業ではオンラインでの演習授
業を余儀なくされた場合でも,対面に相当する相互方向性
となる授業形式を模索し,設計やデザインに対する学生の
興味喚起や授業内容への理解を深めることができたと考察

される.下記にその例を示す. 
 
2.1.1. 日本大学理工学部機械工学科「機械工学インセン

ティブ」,「CAD/CAM」  学部 1 年生での「機械工学インセ

ンティブ」では,Fusion 360 を用いて部品のモデリングをオンライ

ンにて実施し,約 160名の履修を教員 3名が主体となりオンライ

ンで遂行された.入学した初年度に対面授業を果たす前からク

ラウドを用いてモデリングの授業を実施できた. 学部３年生での

「CAD/CAM」の授業は,2019年に Fusion 360に刷新し,2020年

度も同じ内容で設計図面を元に 3D モデリングを行う授業内容

を全てオンライン授業で実施された.授業に出席した学生からは

クラウド機能を使って教員にすぐにデータを共有できるはとても

便利だと思ったというフィードバックを得ることができた.[1] 

 

2.1.2. 東京大学工学部マテリアル工学科「学生実験」 

新たに学習内容を刷新した実施を予定していたところ,コ

ロナ禍に見舞われたことで同内容を一部オンラインの学び

に最適化して実施することとなった.CAD/CAM/CAE のプロ

セスを学びながらハンガーの設計を通してものづくりの一

連のプロセスを学習した. 本来であれば利用,見学する学

内設備の機械や工具は事前に担当教員と技術職員が動画を

撮影し,オンラインツアーのように研究設備と関連づける

ことで,理解が深まるように対応されていた.学生グループ

7 名程度毎にクラウド上でチーム分けを行い,設計を考え

データを保存しながら進行する形式にて実施し,技術職員

の方もクラウド上のチームのデータにより進行状況を把握

し,Zoom のブレイクアウト機能も活用しながらオンライン

での相互議論形式の演習にて適切に運営された. 

 

2.2. 学会関連イベント例 

 日本設計工学会研究調査部会 2020 年度 第 33 回オー

プンセミナ- 「設計から製造までを支えるものづくりのグ

ローバルならびに国内最新事例のご紹介」において,オート

デスク・テクノロジーセンター（米国/カナダ）で研究して

いる各種産業界(自動車、AI、ロボット、SDGs等)の先進プ


